
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
震災から 4 年目、地域や街がもっと元気になるように。 

復興を担っていくのは、私たち自身です。 

 

復興に向けて、何かやりたい！ 

こんなアイディアがある！ 

こんな街にしたい！ 
 
市民活動・起業・コミュニティビジネスなど、 

その実現の方法はさまざま。 

 

あなたの想いをカタチにする 

プロジェクトの立ち上げをサポートします。 

ぜひ、ご参加ください！ 

第 1回 10/2(木) 18:30～20:30 
＊オリエンテーション  

＊プロジェクトデザイン１ 

・主要な概念についての講義  ・地域の課題、資源の発見方法 

・事例に学ぶ～「想いをカタチにする」ことをイメージ 

 
第２回 10/23(木) 18:30～20:30 

＊インクルーシブ・リーダーシップ 1 

～多様な人材の能力を最大限に引き出し“巻き込む” 

＊プロジェクトデザイン２ 

・地域資源×都市部ニーズ／コミュニティビジネスの視点 

・事例に学ぶ  ・個人プランの発表 

 
第３回 11/15(土) 終日 ※バスで日帰り 

フィールドワーク カフェ つぶっこ（丸森町） 
 

第４回 11/20(木) 18:30～20:30 
＊プロジェクトデザイン３ 

・個人プランの検討①（グループワーク） 

 
第５回 11/27(木) 18:30～20:30 
＊プロジェクトデザイン４ 

・個人プランの検討②（グループワーク） 

 
第６回 1/17(土) 終日 ※バスで日帰り 

フィールドワーク ソーラーシェア、 

のらとも農園など（南相馬市） 
 
第７回 1/22(木) 18:30～20:30 

成果発表会 講座を通じて立案したプロジェクトの企画発表 
＊インクルーシブ・リーダーシップ 2 

・チームビルディングについて 
 

＊講師＊ 
 
大和田 順子 
（JKSK 理事長） 

 

川西 由美子 ※1/22 のみ 
（JKSK 理事・ランスタッド株式会社 EAP 総研所長） 

 

＊アドバイザー＊ 
 
稲葉 雅子氏 

（株式会社ゆいネット 代表取締役） 

 

山田 好恵氏 

（株式会社一ノ蔵 マーケティング室室長） 

 

森田 明彦氏 

（尚絅学院大学 現代社会学科教授） 

 
プログラム 

【対 象】復興やまちづくりに関心がある 
女性・若者（50 名程度） 

【参 加 費】無料 

【申 込】電話 または ホームページから 

【託 児】6 か月以上 小学 1 年生まで 
★フィールドワーク（11/15， 1/17）の回は託児はありません 

★託児利用料：子ども 1 人 300 円（1 回） 

★しょうがいのあるお子さんや上のお子さんについてもご相談ください 

★託児申込締切：9 月 24 日（水）（先着順） 

【申込・問合せ】仙台市男女共同参画推進センター 

エル・ソーラ仙台 管理事業課 
TEL 022-268-8044 

http://www.sendai-l.jp/ 
※申込みの際にいただいた個人情報は、本講座の事務連絡及び個人を特定しない情報と

して利用します。また、財団主催イベント等のお知らせをお送りする場合があります。 

 

※本事業は、学校法人早稲田大学と株式会社ブリヂストンが連携して設置した研究プログラム

「W-BRIDGE」の第 7 期（平成 26 年 7 月～平成 27 年 6 月）研究活動委託を受け実施いたします。 

主 催 
NPO 法人みやぎスマートアグリ 公益財団法人せんだい男女共同参画財団 仙台市 

企画協力：認定 NPO 法人 JKSK 女性の活力を社会の活力に 

TEL:022-268-8044
http://www.sendai-l.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東北の美しい未来創造塾」とは？ 
 
認定 NPO 法人 JKSK 女性の活力を社会の活力に、せんだい男女共同参画財団及び仙台市が主催し、平成 25

年 11 月に開講した、女性・若者リーダー育成事業。「結結（ゆいゆい）プロジェクト＊」で構築されたネット
ワークとプロジェクトの成果を生かして、震災からの復興を推進し、美しく豊かな東北の暮らし・社会づくり
を実現するプロジェクトの立ち上げを支援。昨年の成果報告会では 8 つのプロジェクトが発表された。 

 
＊結結（ゆいゆい）プロジェクト 

東日本大震災発生後の平成 23 年 5 月に、被災地と首都圏の女性の交流による復興支援を目指し、認定 NPO

法人女子教育奨励会（現 認定 NPO 法人 JKSK 女性の活力を社会の活力に）が立ち上げたプロジェクト。半

年に 1 回被災地で開催する「車座交流会」を通じて、被災地リーダーと首都圏の専門家女性のネットワーク

が構築されるとともに、復興を支援するプロジェクト（イベント、調査、東京新聞・河北新報にて「東北復興

日記」連載、地域再生プロジェクト等）が立ち上がり、力強く推進されている。 

 

 

 

第 3回 11/15(土) 宮城県伊具郡丸森町 

 

放射能に起因する風評被害に苦しむ丸森町を元

気にしたいという強い思いにより平成 25 年 7 月に

オープンした体験・交流型カフェ「カフェ つぶっ

こ」等の取り組みを通じて、過疎・高齢化の進む地

域の活性化について学びます。 

フィールドワーク 

第 6回 1/17(土) 福島県南相馬市 

 

小高
おだか

地区、浪江
なみえ

町
まち

の現状を知るとともに、住民が

再生可能エネルギーをつくるソーラーシェアや、 

仮設住宅付近の遊休農地を除染・整地し、平成 25 年

6 月に誕生した「のらとも農園」等の取り組みを通

じて、原発事故被災地域の再生について学びます。 


